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区 域 （施設名称） 空間線量率の範囲（μSv/h）

　勝倉小学校
　勝倉幼稚園

0.161～0.344

　三反田小学校 0.118～0.459

　堀口小学校 0.149～0.432

　那珂湊第一小学校
　那珂湊第一幼稚園

0.146～0.364

　那珂湊第三小学校
　那珂湊第三幼稚園

0.201～0.259

　阿字ヶ浦小学校 0.157～0.364

　旧那珂湊第二高等学校 0.174～0.354

　那珂湊中学校 0.107～0.724

　平磯中学校 0.200～0.452

　阿字ヶ浦中学校 0.178～0.395

区 域 （施設名称） 空間線量率の範囲（μSv/h）

　向野第１０公園 0.509～0.773

　向野東公園 0.258～0.753

　平磯海浜公園 0.214～0.948

　那珂湊運動公園 0.137～0.408

区 域 （所在地） 空間線量率の範囲（μSv/h）

　湊中部２０８４号線
　（山ノ上町地内）

0.155～0.685

　湊２－５号線
　（廻り目地内）

0.215～0.613

　湊中部２２３５号線
　　（廻り目地内）

0.250～0.318

　湊北部３１４１号線
　　（平磯町地内）

0.230～1.200

　湊北部３１４６号線
　　（平磯町地内）

0.178～0.790

　湊北部３１４８号線
　　（平磯町地内）

0.330～0.625

　県道那珂湊大洗線
　（北神敷台及び南神敷台地内）

0.205～0.586

区 域 （所在地） 空間線量率の範囲（μSv/h）

　湊中部２０７７号線
　　（湊公園周辺）

0.146～0.355

　湊北部３２６６号線
　　（磯崎町地内）

0.205～0.295

小・中学校､幼稚園（地表より0.5～１m）

公　園　（地表より0.5m）

主要な通学路（地表より1m）

道　路　（地表より1m）

                                              

       

３
議
会
は
３
月

27
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。
ひ
た
ち
な
か
市

の
２
０
１
２
年
度
一
般
会
計
予

算
は
、
景
気
低
迷
に
よ
る
市
民

税
の
減
収
な
ど
で
、
前
年
比

17
・
４
％
減
の
４
５
１
億
円

と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
で
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
や
土
地
の

取
得
な
ど
無
計
画
な
開
発
を
す

す
め
て
き
た
「
つ
け
」
が
、
市

民
の
負
担
（
公
債
費
の
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

山
形
議
員
は
、
高
齢
者
支
援

策
の
弱
さ
、
教
育
予
算
で
は
管

理
備
品
費
や
就
学
援
助
費
な
ど

減
額
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

一
部
損
壊
住
宅
に
対
す
る
市
独

自
の
支
援
策
が
な
い
こ
と
な
ど
、

市
民
の
切
実
な
願
い
に
答
え
た 

                  

      

予
算
に
な
っ
て
い
な
い
と
、
反

対
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税

の
た
め
、
本
市
で
は
１
０
０
世
帯

余
り
が
保
険
証
を
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
実
情
に
あ
っ
た
丁

寧
な
対
応
と
国
庫
負
担
を
増
や

す
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 

介
護
保
険
事
業
で
は

24
・

７
％
の
保
険
料
値
上
げ
、
後
期
高

齢
者
保
険
料
の
値
上
げ
な
ど
、
市

民
負
担
増
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
国
の
復
興
財
源
と
し
て

地
方
税
法
が
改
定
さ
れ
た
の
に

伴
う
住
民
税
値
上
げ
の
条
例
改

定
や
コ
ミ
セ
ン
を
地
域
運
営
に
す

る
た
め
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

                  

                                           

                                           

      

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
、
平
成

26
年
か
ら

35
年
ま
で
市
民
税

均
等
割
に
５
０
０
円
上
乗
せ
し

て
３
、
５
０
０
円
に
値
上
げ
す
る

こ
と
が
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

県
民
税
も
２
、
５
０
０
円
に
値
上 

                                

     

げ
で
す
。 

 

政
府
は
昨
年
７
月
に
決
め
た

復
興
基
本
方
針
で
、
復
興
に
必
要

な
財
源
の
一
部
を
復
興
増
税
で

賄
う
と
決
め
た
た
め
、
今
回
の
市

税
条
例
改
定
に
至
り
ま
し
た
。
低 

                                

所
得
者
や
被
災
者
に
ま
で
負
担

を
求
め
る
や
り
方
は
認
め
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

 

復
興
財
源
と
言
う
な
ら
、
大
企

業
・
大
資
産
家
減
税
を
見
直
し
て

復
興
財
源
に
充
て
る
べ
き
だ
と
、 

山
形
議
員 

は
反
対
討 

論
を
お
こ 

な
い
ま
し 

た
。 

                                

＜達絡先＞ 

ひたちなか市高野 536-5 

電話：029-285-3774（自宅） 

携帯：090-2528-6163 
 yamagatayumiko＠ybb.ne.jp 

２
０
１
２
年
度
予
算
決
ま
る 

い
の
ち
・く
ら
し
を
守
る
市
政
の
実
現
を 

市内の放射能除染 
２億１，１７７万円 

 市及び県が実施した放射能空間線量の調査に基づき、

区域内の測定結果の平均が毎時0.23マイクロシーベルト

（μSv/h）以上を対象区域としています。2013年8月まで

に追加被ばく線量を年間１ミリシーベルト以下になるこ

とを目指し、本市では下表の施設を中心に除染をおこな

います。今年度の補正予算で除染費用（全額国庫補助金）

2億1,177万円が予算化されました。 

 山形議員は、除染計画からはずれた公共施設・通学路

で、局部的に毎時0.23マイクロシーベルトを超える場所

は、速やかに除染をおこなうこと、民地についても早急
に実施計画を立てることを強く求めています。 

ひたちなか市除染実施計画＜第１版＞より 

個
人
市
民
税
が
値
上
げ
に 

市
税
条
例
の
改
定 

主な議案・意見書 山形議員 他の議員

２０１２年度一般会計予算 × ○

国民健康保険事業特別会計予算 × ○

後期高齢者事業特別会計予算 × ○

介護保険事業特別会計予算 × ○

介護保険料を値上げする条例改訂 × ○

市民税を値上げする条例改訂 × ○

コミセンを地域運営にする条例改訂 × ○

障害者総合福祉法（仮称）の
　　　　制定を求める国への意見書

○ ○

災害がれきの受け入れを求める決議 × ○

３月定例議会での議員の態度　○賛成 ×反対

　耐震補強工事  佐野小学校、大島中

　耐震補強
　　　設計委託

 佐野小、中根小
 勝倉小、市毛小
 堀口小、高野小
 田彦小、那珂湊１小
　　　　　　 の各体育館

　改築工事
　　　設計委託

 那珂湊３小、大島中体育
 館、那珂湊中、勝田１中

　耐力度調査  佐野中体育館、那珂湊中

　学校耐震補強・
        　設計委託など
             6億５,５９９万円

災害対策用井戸整備
４,３４９万円

　 勝田地区の小学校14校に井戸を整備しま
 す。２ヶ年計画で、今年度は東石川小、長
 堀小、外野小、田彦小、堀口小、津田小、
 佐野小、高野小の８校が対象です。
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福
島
原
発
事
故
は
、
広
い
範
囲

で
、
人
々
の
く
ら
し
・
地
域
経
済

を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
生
命
ま
で

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

山
形
議
員
は
今
議
会
で
も
こ

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
東
海
原
発

の
再
稼
働
を
認
め
ず
廃
炉
に
す

る
こ
と
を
求
め
て
市
長
の
考
え
を

た
だ
し
ま
し
た
。 

 

【
本
間
市
長
】
あ
ら
ゆ
る
視
点

か
ら
徹
底
的
に
福
島
原
発
事
故

の
原
因
が
究
明
さ
れ
る
こ
と
が
第

一
の
前
提
と
な
る
。 

 

施
設
の
安
全
性
に
は
絶
対
と

い
う
こ
と
が
な
い
。
ひ
た
ち
な
か

市
を
含
む

30
キ
ロ
圏
内

93
万

人
の
広
域
避
難
は
事
実
上
困
難

で
あ
る
。 

 

市
民
の
安
全
を
最
優
先
に
判

断
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
・
問
題
が

解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
、
東
海
第
２

原
発
再
稼
働
は
認
め
て
い
く
こ 

                

        

と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

------------------------ 
 

再
稼
働
判
断
の 

 
 

 
協
定
見
直
し
を 

------------------------ 
 

東
海
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い 

      

原
発
事
故
で
発
生
す
る
放
射

性
ヨ
ウ
素
か
ら
身
体
を
守
る
た
め

に
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
細
や
か
な

配
備
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
現
在

２
ヶ
所
に
配
備
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
事
故
の
際
に
速
や
か
に
住
民

に
届
く
よ
う
、
山
形
議
員
は
分
散

配
備
を
求
め
ま
し
た
。 

 

【
答
弁
】
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
国
の
指
針

に
基
づ
き
、
県
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

見
直
さ
れ
市
町
村
に
示
さ
れ
る
。 

 

               

て
は
「
茨
城
県
と
東
海
村
の
同
意

を
得
る
」
と
、
協
定
書
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
原
発
が
事
故
を
起
こ

せ
ば
広
い
範
囲
に
被
害
が
出
る

こ
と
か
ら
、
本
市
を
含
む
周
辺
自

治
体
は
、
東
海
第
２
原
発
の
再
稼

働
に
つ
い
て
等
し
く
協
議
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
県
や
原
電
に
原
子

力
安
全
協
定
の
見
直
し
を
求
め

て
ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

       
今
後
は
迅
速
に
市
民
に
配
布
す

る
た
め
の
体
制
と
し
て
、
保
管
場

所
の
増
設
を
検
討
し
て
い
く
。 

------------------------ 

家
庭
配
備
の
検
討
を 

------------------------ 
 

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
分
散
配
備

は
、
県
と
「
保
管
に
関
す
る
委
託

契
約｣

を
締
結
す
れ
ば
配
備
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
山
形
議
員
は
、

国
・
県
の
指
針
を
待
た
ず
に
一
刻

も
早
い
実
施
を
求
め
ま
し
た
。 

 

地
震
大
国
の
日
本
で
「
東
海
原 

                

発
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い
う
補
償

は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
配
備

を
含
め
た
検
討
が
必
要
で
あ
り
、 

      

本
市
の
「
行
財
政
改
革
」
の
中

で
、
公
民
館
運
営
の
民
間
委
託
が

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
こ
の
４
月
か
ら
一
中
コ
ミ
セ

ン
が
地
域
の
方
々
の
ご
努
力
に

よ
っ
て
地
域
で
運
営
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
コ
ミ
セ
ン
・
公

民
館
は
、
た
く
さ
ん
の
市
民
が
活

用
で
き
て
地
域
交
流
が
図
ら
れ
、

健
康
・
生
き
が
い
を
つ
く
り
だ
す

大
切
な
公
共
施
設
で
す
。
市
民
の

参
加
を
得
な
が
ら
、
行
政
が
責
任

を
も
っ
て
運
営
す
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

地
域
運
営
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
、
ま
た
一
中
コ
ミ
セ
ン
の

地
域
運
営
に
よ
る
経
費
削
減
分

３
０
０
万
円
を
、
地
域
活
動
推
進

の
た
め
に
活
用
す
る
考
え
は
な
い

か
質
問
し
ま
し
た
。 

 

【
答
弁
】
メ
リ
ッ
ト
は
休
館
日

や
開
館
時
間
な
ど
地
域
の
ニ
ー 

                

今
後
と
も
働
き
か
け
を
強
め
て
い

く
と
山
形
議
員
は
語
っ
て
い
ま

す
。 

     

ズ
に
よ
っ
て
、
自
ら
使
い
や
す
い

状
況
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き

る
こ
と
だ
。
ま
た
、
経
費
削
減
の

大
き
な
要
素
は
人
件
費
で
あ
る
。

地
域
運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う

充
分
な
支
援
を
し
て
い
く
。 

------------------------ 
 

地
域
移
行
の 

 
 

 
 

 

理
由
は
？ 

------------------------ 
 

市
教
育
委
員
会
は
、
２
年
間
で

市
内
の
コ
ミ
セ
ン
・
公
民
館
を
地

域
運
営
に
移
行
し
て
い
く
考
え

で
す
。
市
の
税
金
の
使
い
方
を
見

直
さ
ず
、
財
政
難
を
理
由
に
し
た

コ
ミ
セ
ン
・
公
民
館
の
地
域
運
営

化
に
は
反
対
で
す
。 

                      

     

 

３
月

23
日
に
総
務
生
活
委
員

会
が
開
か
れ
、
市
民
か
ら
提
出
さ

れ
た
３
件
の
東
海
原
発
の
「
再
稼

働
中
止
」
「
廃
炉
」
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
請
願
・
陳
情
書
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

８
名
の
議
員
の
中
で
、
１
名
が

再
稼
働
中
止
に
つ
い
て
の
意
見

書
提
出
を
求
め
た
ほ
か
、
他
の
議

員
は
再
稼
働
・
廃
炉
に
つ
い
て

「
経
済
に
対
す
る
影
響
大
」「
電
力

不
足
が
起
こ
る
」
「
国
が
方
向
を

示
し
て
な
い
」
「
日
本
原
電
が
再

稼
働
す
る
と
は
い
っ
て
い
な
い
」

「
原
因
や
安
全
性
が
確
か
め
ら
れ

て
い
な
い
の
で
審
議
が
で
き
な

い
」
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
占
め

ま
し
た
。
中
に
は
「
危
険
だ
と
言

う
が
ま
だ
死
者
は
で
て
い
な
い
」 

                      

     

と
い
う
意
見
も
。 

 

山
形
議
員
は
、
「
電
力
不
足
は

需
要
を
過
大
に
見
積
も
っ
た
も

の
だ
」
「
原
発
が
な
く
な
れ
ば
経

済
も
成
り
立
た
な
く
な
る
と
い
う

が
、
も
し
事
故
が
起
き
て
避
難
を

さ
せ
ら
れ
た
ら
、
会
社
で
も
工
場

で
も
働
き
手
が
な
く
な
る
。
地
域

経
済
は
も
ち
ろ
ん
地
域
社
会
も

な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
「
安
心
・

安
全
が
確
保
で
き
な
い
原
発
は

再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
反

論
。
結
果
的
に
３
つ
の
請
願
・
陳

情
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。 

 

３
月

26
日
ま
で
に
「
東
海
原

発
の
再
稼
働
を
認
め
ず
廃
炉
を

求
め
る
」
請
願
・
陳
情
の
意
見
書

が
可
決
さ
れ
た
市
町
村
は
、
取
手 

     

 

３
月
議
会
に
お
い
て
「
災
害

が
れ
き
を
受
け
入
れ
る
よ
う
求

め
る
意
見
書
」
が
議
員
提
案
に

よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
災
害

が
れ
き
が
す
み
や
か
に
処
理
さ

れ
る
こ
と
は
、
被
災
地
の
復
興

に
と
っ
て
最
重
要
の
課
題
で

す
。
し
か
し
、
災
害
が
れ
き
に

含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
基
準

に
つ
い
て
、
市
民
の
不
安
が
高

ま
っ
て
お
り
、
山
形
議
員
は
反

対
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

焼
却
灰
な
ど
、
１
㎏
当
た
り

８
、
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
上
は

国
が
処
理
す
る
決
ま
り
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
未
満
に
つ

い
て
は
一
般
廃
棄
物
と
同
様
の 

 

     

市
、
北
茨
城
市
、
土
浦
市
、
五
霞

町
、
古
河
市
、
筑
西
市
、
つ
く
ば

市
、
守
谷
市
、
牛
久
市
、
阿
見
町
、

小
美
玉
市
の

11
市
町
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

------------------------ 
 

市
内
署
名
は 

 
 

 
 

８
０
０
０
筆 

------------------------ 
 

茨
城
県
知
事
に
対
す
る
東
海

第
２
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
署

名
は
、
４
月

11
日
ま
で
に
全
県

で

17
万
筆
と
な
り
ま
し
た
。
ひ

た
ち
な
か
市
で
は
各
団
体
・
個
人

に
よ
っ
て
８
、
０
０
０
筆
を
超
え

る
署
名
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
廃
炉
が
決
ま
る
ま
で
署
名

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

      

扱
い
と
さ
れ
ま
す
。
福
島
原
発

事
故
の
前
は
１
０
０
ベ
ク
レ
ル

が
取
り
扱
い
の
基
準
で
し
た
。 

 

現
在
、
本
市
の
焼
却
灰
は
足

崎
小
鍋
沢
の
最
終
処
分
場
に
埋

め
立
て
て
い
ま
す
が
、
万
が
一
、

水
質
汚
染
が
発
生
し
た
ら
、
市

民
の
安
心
・
安
全
が
確
保
さ
れ

な
く
な
り
ま
す
。 

 

山
形
議
員
は
、
政
府
は
放
射

性
物
質
の
取
扱
基
準
値
を
１
０

０
ベ
ク
レ
ル
に
戻
す
こ
と
、
災

害
が
れ
き
処
理
は
、
被
災
自
治

体
の
意
向
を
最
優
先
に
し
て
、

政
府
が
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

市
長
「
東
海
第
２
原
発
の 

再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
」

★介護保険料値上げ 
 ４月から基準月額で９００円の値上げとなり、約

32,900人の高齢者が負担増となります。また介

護サービスの生活支援が基本60分から45分と

なり、介護が必要な人にとっては、サービス抑制

となり、ますます利用しにくい制度となりました。 

★後期高齢者保険料値上げ 
 2012年度から保険料の均等割が年2,038円上

がって39,500円に。所得割が0.4％上がって８％

となります。また保険料の賦課限度額が50万円

から55万円に引き上げられます。 

★年金の引き下げ 

 物価が下がったとして2012年４月から0.3％引

き下げ、その上さらに10月から0.9％の引き下げ

を皮切りに、過去の分として３年間で2.5％の年

金引き下げがおこなわれます。 

★年少扶養控除の廃止に伴う増税 

 15才以下の子どもがいると、課税所得から33

万円を引く住民税の「年少扶養控除」が、2012

年６月から廃止になります（２年前の市条例改定

では、唯一山形議員が反対をした）。住民税の

増税は保育料などにも影響し、国の悪政によっ

て市民生活は深刻さを増しています。 

苦しさ増す市民生活 

市
は
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の 

分
散
配
布
を
約
束 

公
民
館
・
コ
ミ
セ
ン 

運
営
は
市
の
責
任
で 

だからこそ、日本共産党は 
くらし・福祉の充実を求めます 

「災
害
が
れ
き
」 

政
府
は
責
任
あ
る
対
策
を 

 東海原発の廃炉を求める「さよなら原発大集会 in いばらき」が４月１日、
笠松運動公園でひらかれ 3,100 人が参加しました。交流テントではひたち
なか実行委員会が「ほし芋」の販売をおこないました。 

東
海
原
発
の
「再
稼
働
中
止
」「廃
炉
」の 

請
願
・陳
情 

総
務
生
活
委
員
会
で
継
続
審
議
に 

一
般
質
問 


